
平成 22年度 (株）JCN船橋習志野放送番組審議会 議事録 

 

 

１．日  時：平成 23年 2月 23日（水） 午後 3時 00分～午後 5時 00分 

 

２．場  所：船橋市本町 7-11-1 船橋グランドホテル 地下 1階 蘭の間 

 

３．出 席 者： 

 放送番組審議会会長 伊藤 賢二 

 放送番組審議会委員 海寳 嘉胤 

 放送番組審議会委員 国松 実枝子 

 放送番組審議会委員 鈴木 とし江 

 放送番組審議会委員 鈴木 俊一 

  

 （株）JCN船橋習志野代表取締役社長 生田目 實 

 同 常務取締役兼放送担当（司会進行）黒松 得五郎 

 同 放送部マネージャー 梅澤 幸生 

 同 放送部課長代理 岡田 徳子 

  

 ジャパンケーブルネット（株） 

メディア事業本部 コミュニティコンテンツ運用部 千葉エリア制作・営業室 室長 伊澤 和紀 

  

 （事務局） 

同 総務部 石井 祐子 

 同 総務部（記）都築 智成 

  

４．欠 席 者： 

 放送番組審議会副会長 田久保 精一 

 放送番組審議会委員 栗原 宣夫 

 放送番組審議会委員 保月 美世子  

 (敬称略) 

 

上記の通り出席があり、放送番組審議会規程第 4条の定めに従い、放送番組審議会は有効に成立したので、定

刻審議に入った。 

 

５．議事 

 

(1) 開会の辞 

弊社常務取締役 黒松より、開会の宣言がなされた。 

 

(2)会長挨拶 

伊藤会長より、挨拶と議事進行のご説明があった。 



(3)社長挨拶および事業概要説明 

弊社社長 生田目より、委員の皆様からの当社事業に対する日頃のご支援について、 御礼の挨拶と、当社事業

の概要について、詳細な説明があった。 

 

(4)平成 22年度番組編成および平成 23年度番組編成説明について 

千葉エリア制作・営業室長 伊澤及び放送部マネージャー 梅澤より、平成 22 年度番組編成および平成 23 年

度番組編成方針について、ビデオによる番組紹介を交え、詳細な説明があった。 

 

(5)質疑・意見交換について 

議長は、議事全般についての質疑応答、意見交換を議場に諮ったところ、次の発言があった。                             

 

 

記 

 

●番組内容が充実してきた感じがするが、テレビショッピングの放送時間が多すぎる。 

 また、船橋・習志野市の地元情報を紹介する番組の放映時間が少なくなってきている。 

⇒自主制作番組は朝 6時から午前 0時までの 18時間放送しているが、このうち午前 9時～午前 11時、午後 1

時～6時までの７時間はショッピング枠が入っている。本来の「コミュニティー番組」のあるべき姿ではない

と感じている。 放送番組枠の調整については、当局だけでなくグループ各局との調整もあるので、 今後、

ご意見を参考に検討していきたい。 

 

●高齢化社会におけるＣＡＴＶ会社の役割として、市役所からの防災行政無線の内容(お年寄りの安否情報)を、

同時にコミュニティー番組で放送することはできないか。       

⇒防災行政無線の内容は、市民生活に直結した情報であることから、市民の皆様には情報価値が高い。 

コミチャン内の「データ放送」（交通情報、天気予報等）での放送などで提供は可能であると考える。行政と

放送による提供について調整をして検討したい。 

 

●統一地方選挙が 4月に行われ、市長選挙、市議会議員選挙をＣＡＴＶで開票速報を行うとのことだが、県議

会議員選挙も取り上げて放送してはどうか。  

⇒市長、市議会議員選挙は、従来どおり対応する方針でいるが、県の選挙は他のメディアに任せたい。         

 

●「千人の音楽祭」同様、「第九」の大演奏会や「習志野きらっこまつり」など、地元の大きなイベントを特

番で取り上げていただきたい。 

⇒弊社の方針として、多くの市民の皆様に番組に直接参加していただくことを掲げている。「第九演奏会」「習

志野きらっこまつり」を始め、多くの地元イベントについて特番放送できるよう検討したい。 

 

●放送エリア内に警察が 3署ある。そこから情報を円滑に収集できる仕組みを作り放送してはどうか。 

⇒日々の防犯メールを入手する仕組みはできている。情報の選別、取り上げ方など放送するまでにはいろいろ

課題があるが、テロップ情報による放映が出来るか検討したい。 

 

●視聴率の向上を図るため、コミュニテイチャンネルの内容を紹介する CMを作ったらどうか。 

⇒放送番組の周知活動や紹介方法などに課題があると考えており、ＣＭのほか、ポスター、パンフレット、訪



問時の説明に工夫を凝らす等、市民の皆様により多くご視聴いただく努力をしていきたい。 

 

●昨年の審議会の意見が適切に反映されており、番組の作り方や放送の仕方などが改善されていると感じてい

る。通信の形態の変化が著しいなか、経営強化により一層努力していただきたい。 

 

６． 閉会の辞 

以上を以って議事の全てを終了したので、弊社常務取締役 黒松より、午後 5時 00分閉会の宣言があった。 

 


